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今週のお祝い
夫人誕生祝：１日 西村正男君 １９日吉岡朋美君
２６日 植田昭君 ２７日 田淵亮達君 ３０日 小谷
維夫君 結婚記念祝： １日 牛込淳彦君 ３日 宮
永誠治君 ４日 岩崎浩君 １０日西上哲弘君 ２５日
岩崎稔君 ２７日 松本（啓）君

どです。周囲の雑音が暮らしにくいのでしょうか

ロータリークラブは単年度制です。ポストを得るた

めに力を出し切る政局と違い、尾沢次年度にはポ

ストを得てから力を出し切ってほしいと願いバトンを

渡します。

一年間ありがとうございました。

幹事報告

１．７月ロータリーレート1ドル82円

２． 東日本大震災支援プロジェクトについて

３． 本日、今年度理事会打ち上げ

４． 6/24 次年度７月理事会

５． 例会変更のお知らせ

FAXで案内

●創立／1968年4月24日 ●事務所／米子市西福原1-1-55 ホテルサンルート米子 ℡(0859)32‐5531
●例会日／水曜日12:30～13:30 ●例会場／ホテルサンルート米子市西福原1-1-55 ℡(0859)33-0911
●会長／井上賢明 ●幹事／岩崎 浩 ●会報／荒川圭三

出席報告
会員数79名

会長挨拶

菅総理の退陣時期をめぐって政局が騒がしく

なって来ました。先日の総選挙では総得票が

100万票を超え、１位は約14万票でした。大変

な盛り上がり様で、若い人達がこの熱意をもう

少し政治に向けてくれたら良いなと感じた次第

です。

現在の総理官邸は2002年に完成で700億円

の総工費で結構すごいのです。他国ではアメリ

カのホワイトハウス。50回の核攻撃にも耐える核

シェルター、屋上には24時間体制で侵入者を

許可無く狙撃出来る権限が与えられた要員が

配置され、世界一有名で安全な大統領官邸で

す。その他ロシアのクレムリン、フランスのエリゼ

宮、韓国の青瓦台（せいがだい）は別名ブルー

ハウスと呼ばれていて、各国とも国の威信をか

けた造りとなっています。現官邸の初代の主は

小泉さん、築年数は浅く設備も整っている物件

なのですが、1年程度で転居される方がほとん



≪ プログラム ≫ 2010-2011年度理事報告

奉仕プロジェクト委員会 細田耕治理事

奉仕プロジェクトの担当分野は、外向けの事業が多く、活動の良し悪しが米子東ロータリークラブの
評価に直結することがありますので、緊張感をもって取り組んでまいりました。幸い、各担当リーダー
さん方皆さん、しっかりとした責任感をもって1年間職責を全うして下さいました。お世話になること

ばかりでした。本当にありがとうございました。

クラブ管理運営委員会 長棟信泰理事
クラブ管理運営委員会理事として、一年間大変お世話になりました。入会して12年程経ちますが、今

回の理事会に出席してロータリーの全体像が多少理解が深まりました。
何よりも魅力ある例会、新人会員のフォローと宮永リーダーには、少ないメンバーではありましたが、
色々と企画を立てていただき、全体的に明るい雰囲気となりました。
またプログラム委員会の伊藤リーダーには早くから段取りをされ、ベテランの立場で取り組んでいただ
きました。出席委員会北沢リーダーは毎回出席率をまとめて頂き、出席率の向上に大きく貢献してい
ただきました。また、２９日には100％出席者の表彰も企画して頂いております。

私にとっては、どれ程貢献は出来ませんでしたが、各リーダーの皆さんの協力のおかげだと思ってお
ります。有難うございました。

会場監督 永島清孝理事

一年間規律あるスムースな例会運営にご協力いただき心よりお礼申し上げます。井上会長より会場
監督と言われた時はどうしようかと思いましたが、ノーを言わないロータリアンだと思い浅学菲才を顧
みず引き受けることにしました。例会前はハラハラドキドキの連続で、前任者が上森会員でしたので
安心して相談できたことは幸せでした。ともあれ大変楽しくやらせていただきました。米子東ロータリー
クラブが礼儀正しく品格があり会員相互の親睦が深まり秩序ある楽しい例会運営が続きますようお願
い申し上げお礼の言葉とさせていただきます。

幹事 岩崎 浩理事

皆さんのご協力のおかげで何事も無く幹事を務めることが出来ました。
これまでは、委員会の目標に向かって活動すればよかったのですが、幹事職は常にクラブ内の調整
に目を向けることなり最初は、戸惑いがありました。しかし素晴らしい理事の方々に恵まれ、楽しく1年
を過ごすことが出来ました。井上会長が目指した、RI会長賞も受賞することが出来ました。1年間有難

うございました。

会長 井上賢明理事

国際ロータリーのテーマは“地域を育み、大陸をつなぐ”でした。この簡潔な語句が、ローターの目的を
説明し、重要性を再確認してもらうことに理解を求め、「チャレンジ100」の達成に向けて活動してまい
りました。結果としてRI会長賞を受賞し会員の皆様の協力に感謝しています。

会長として多くの出会いがあり、また多くに人に支えられながら新しい事にチャレンジし、とても充実し
た時間を過ごす事が出来た一年でした。
思い悩む事もありましたが、常に四つのテストを念頭に置きクラブ運営に努力をしてまいりました。次
年度の尾沢会長は議員でもあり、立場が少し違うのかも知れませんが、“みんなのためになるかどう
か”の言行に照らし、大きな成果を上げられます事を期待し、一年間の総括とします。ありがとうござい

ました。


